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日本藻類学会々則

第 1条 本会(tH:本係数学会と称する。

第 2条 本会(主税学の進歩;'"，'1土を関り， 01-せて会員相互のえl!紛故に税障を図ること

を日的とする。

第 3条 本会11前条の EIがjを速するためにikの事業を行う。

l 総会の開俄 (年 1[ill) 

~. 泌阪に|刻する研究会，講習会，採集会等の開催

3. 定期刊行物の発刊

4. その 他百ij条の 11的を述するために必要な事業

第 4条 本会の事務所は会長が適当と;w，める場所におく。

第 5条 本会の事業年度l土4刀l臼に始まり，翌年 3月 311.1に終る。

第 6条 会員は次の 3:fitlとする。

1. 普通会員(渓lltiに関心をもち，本会の組旨に賛同する伽1人5<'::t.団体で，役員

会の承認するもの)。

2 名券会員 (海学の発達に貢献があり，本会の極旨にftl'iJする俳1人で，役員会
の綾隠するもの)。

3. 特別会員(本会の趨旨に質問し，本会の発肢に特に寄与ーした例人又は団体で，

役員会の推薦するもの入

第 7条 本会に入会するには，住所，氏名(間体名)， J級事長を記入した入会申込書を

会長に子干':11:¥すものとする。

tB 8条 会員は毎年会費 1800 門 (ザ:~I'.: .t.、 I~Wfi ) を前納するものとする。但し，名符
会員(次条に定める名誉会長を合t\.) 及びヰ~'i )JIJ会員l主会伐を裂しない。外国会員の

会授は 2100門と する。

第 9条 本会に11次の役.Qを1向く。
会 長 1名。 幹事法干名。 訴議員;;'r-f・ノ点。 ~t ，il' ~;;i -'Ji: 2 1"I 

役員の任~UIは 2 ヶ年とし重任することが 11\米る。([! L ，会長と好議員はヲ|絞き 3JllI 
選IHされることは11¥米ない。

役員選 IUの貌定l よ }JIJ に定める。 ( HJIIJ第 l 条~ 負~ IJ条)

本会に名誉会長を似くことが11¥米る。

告書 10条 会長11会を代表し，会務の全体を統べるo *'PJCI工会長の必を受けて日常の

会務を行う。会青l'~ザ牝I前年度の iknJl1jIF.の状況など 1r-!ii;iれする。

第 11条 iW;議員{;t;汗議員会をfi'l!成し，会の要務に関し会長の約1i1Jにあずかる。評議

員会l主会長が招集し， また文討をもって，これに代えることが11¥米る。

第 12条 本会は:iEJllI刊行物「品HtUを年 41百!刊行し，会fl.に無料てー頒布する。
(十J' JlIJ) 

第 i条 会長111碕内在住の会会員の投22ーにより.会員のli..選で定める(その際評議

員会l主参考のため若干名の候補者を推æ~ するこ とが 11\米る )。 幹']1:1よ会長が会員 '1 '
よりこれを指名委嘱する。会 ~ti 政‘jもは持必1t会の協議に上り， ~ 1t 'I' から ì:Nび総会
にJづいて77(，総合受ける。

第 2条 Jfi議員の選川は次の二刀法ーによる。

1. 各地区別に会員"1'より選11.¥される。その定1tはれj也|ベ l/(，とし，会員数が 50
名を越える地区では 50名までごとに 1~れを加える。

2. 総会において会長が会員中より T汁れを搬 i!iする。似し.その数(土全員干議員

の 1/3を越えることはH¥米ーない。
地区制は次の 7地区とする。

北海道地区。東北地区。 l拘束地区(新潟，長野，111梨を含む)0'1'部j也氏(二重を含む)。

近畿地区。 rl'図 ・IIq同地区。九州地区(i'I'織を合む)。
第 3条 会長，幹'JOえひ。会a十W，i:JCI士宮平議nを派ilすることは IL¥)*なL、。

第 4条 会長および j也区選 1(\ の評議員に欠員を ~I:. じた場合 l 土， liij任者の残余期間次
点者をもって充当する。

第 5 条 会員がパッ Fナンハーを求めるときは各巻 J800門，分 1111の場合(土谷号 600
門とし，非会.Qの予約品，Yi1t料は作号 900門とする。

第 6条 本会則はl府軍n48年 JO刀 1nより』直行する。



横浜 : 生育深度と紅ii((!の光合成

生育深度を異にする紅藻の光合成特性湧

横浜康継材

Y. YOKOHAMA: Photosynthetic properties of marine b巴nthic

red algae from di任erentdepths in coastal area 
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紅藻l主深所の光の質に適応しているという解釈が古くは ENGELMANNl，2)によって，

さらに近年 LEVRING3，4}によってなされたが， 実際には浅所に分布する紅藻もかなりあ

り，深所の光条件への適応[向性'貨を紅藻の一般的属性とみなしてしまうことには抵抗があ

る。浅所の光条件に適応しているとみなされてきた緑穫にも，沿岸の深所に分布している

種があり，それらでは深所の緑色光に適した性質がみられるということはすでに報告した

通りである丸紅藻の場合も，浅所に分布しているもので!.j:浅所の光条件に適した性質が

みられるものと予測される。

本研究で・は生育深度を異にする紅藻の間に光の量および質に対する依存性に関してど

のようなちがし、がみられるかを調べた。

材 料と方 法

藻体は午前中に採集し， 大量の海水に浸したまま 20分以内に下回臨海実験所に持ち

帰り，流海水中に保ち， 1~2 時間以内に実験に供した。

光合成のiJllJ定は前報5}と同じ検容計6)を用いた。用いた白色光は太陽光よりも短波長

域の成分の割合がやや小であったが， 緑色光は沿岸部の深度 10m附近の光に質的に近い

ものと恩われる。

白色光のみによる実験は 1966年から 1969年にわたって，毎年5月上旬から 6月上旬

までの間におこない，白色光と緑色光による比絞実験は 1973年6月におこなった。

白色光のみによる実験の|療は， 各j照度毎に別々の葉j十を用いて光合成を測定したが

(Fig. 1)， その後， 同一葉月ーをくり返して用いても活性がほとんど変化しないことを確

めたので， 白色光と緑色光による比較実験では，同ーの薬片を低光度から高光度ーまで

通して使用し， また同ーの測定を 2枚の業片で同時におこない，得られた値を平均した

(Fig.2)。

* 下回臨海実験所業績 No.270.

料 東京教育大学理学部附属臨海実験所(静岡県下回市 5-10-1)

Shimoda Marine Biological Station， Faculty of Science， Tokyo Kyoiku 
University， Shimoda， Shizuoka-ken， Japan. 

The Bulletin of Japanese Society of Phycology， Vol. XXI， No. 4， 119-124， 

Dec. 1973. 
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結果と考察

Fig.1 iこ種々の深度から得た紅藻の白色光下での光合成一光曲線を示す。浅所のもの

は陽生植物的であり，生育深度が大きいものほど陰生植物的になることがわかる。マタサ

(Gelidium amansii)は垂直分布の幅が大きいので， 低潮線附近と深度 10m附近で採集

し，両者で得た値を同ーのグラフに表わし，比較し易くした。同一種でも生育深度に従う

はっきりした性質の相違を示すことがわかる。
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Fig. 1. Photosynthesis-light curves under 200C in several red algae 

collected from di妊erentdepths. The depths expressed in 
parentheses were those from the low water mark. 

Fig.2に白色光と緑色光とで同時におこなった測定の結果を示す。潮間帯のイポツノ

マタ (Chondrusverrucosa)では白色光下では緑色光下におけるよりも低いエネルギーで、

光合成が飽和に達し，白色光の方が緑色光よりも能率よく利用されることがわかる。深度

8mから得たユカリ (Plocamiumtelfairiae)ではその逆となったが， 10mから得たトサ

カノリ (Meristothecapapulosa)では白色光による曲線と緑色光による曲線が重なってL、

る。 トサカノリでの結果は同じ場所の同じ深度から得た緑藻のヤプレグサについて先に報

告した結果と一致している。トサカノリはユカリよりもやや深い所から採集したにもかか

わらず，緑色光に対する適性がユカリよりもやや低L、。これはトサカ/t)の採集地点がよ

り外洋に近かったためと考えられる。イボツノマタの白色光下での光合成曲線と緑色光下
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Photosynthesis-light relationships in three species of Rhodo-

phyta under white and green lights. The green light simulated 

illumination in the water of 10 meters depth in the coastal 

area. Chondrus was collected from the lower intertidal zone， 
Plocamium was from 8 m depth in a little turbid water and 
Meristotheca was from 10 m depth in comparatively clear water. 
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でのそれとのずれがわずかであるため，そのずれが単なる誤差ではなし、かという懸念が生

ずるので，以下のような再試験をおこなった。 60，∞oergsfcm2fsecでみられる光合成速度

の飽和値に対する 40，0∞ ergsfcm2/secでの光合成速度の割合を白色光と緑色光の各々に

ついて4枚の葉片を用いて調べた。 Table1に示した結果から白色光の 40，OOOergsにお

ける割合は緑色光におけるそれよりも高いことが明らかであり，光合成が白色光下でより

早く光飽和に達することを意味する Fig.2の両曲線のずれは確かなものと言える。この

イポツノマタの白色光による幽線は同じ深度の緑藻のアナアオサのそれとほとんど同じ型

であり，紅藻であるイボツノマタが浅所の白色光に確かに適応していると言えるが，上述
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Table 1. Percentages of photosynthetic rate in Chondrus verr百cosa
under illumination with white or green light of 40，000 
ergs/cm2/sec. to that under the light of the same quality 

of 60，∞o ergs/cm2/sec. Experiment temperature was 2QoC. 

Quality of light 

White light 

Green light 
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Fig. 3. Absorption spectra of living frond of Chondrus from 
the intertidal zone and Meristotheca from 10 m depth. 
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Fig. 4. Absorption spectra of living fronds of the 
two species， expressed by optical density. 
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の白色光による曲線と緑色光による曲線のずれはアナアオサの両曲線のずれよりかなり小

さい。 Fig.3に示した葉片の吸収スベクトルで明らかなように， イボツノマタの生薬は

可祝域のほとんど全域にわたって 80%以上の吸収を示すので， 緑色域に深い谷を持つ潮

間帯性の緑藻におけるほどにはイポツノマタの場合，緑色光の能率が低下しないのであろ

う。イポツノマタにおける緑色光の利用には，それに含まれる Phycoerythrinが大きく

与っていることは Fig.4に示した Opticaldensityを単位とした吸収スベクトルにお

ける 490nm附近から 570nm附近にかけての明瞭な山の存在から明らかである。 このこ

とはトサカノりではイポツノマタにくらべて， 緑色の Chlorophyllaや青色の Phyco-

cyaninの含量が減って赤色の Phycoerythrinが増すということによってもたらされてい

る。 Fig.4の吸収スベクトルで， 680nm附近の山の頂上と 740nm附近の底部との落差

の大きさは単位築面積当りの Chlorophylla含量に比例していると考えられるが，両種

で比較すると， トサカノリの Chlorophylla含量はイポツノマタのそれの約半分と推定

される。また 565nm附近の山と 600nmの谷との落差からトサカノリの Phycoerythrin

含量はイポツノマタの1.5倍と推定される。 これらからさらにトサカノリの Phycoery-

thrin含量の Chlorophylla含量に対する比はイポツノマタのそれの約3倍と推定され

る。 Phycocyanin含量の両種聞における相違は 600nmよりやや長波長側のレベルのち

がいから推測され，イポツノマタの方がかなり多いことがわかる。両種聞のこのような吸

収スペクトル上の相違は他の浅所産紅藻と深所産紅藻の聞でも一般的にみられるようであ

る。また HAXOand BLINKS7)によれば，Po?:ρhyra属内の生育深度を異にする種聞で

もこのような色素組成の相違がみられるという。一般に紅藻で浅所のものは紫色や黒褐色

等の暗色をしており，深所のものは鮮かな赤や桃色をしている。浅所の紅藻の暗色は浅所

の光の無色に対する補色，深所の紅藻の赤色は深所の光の緑色に対する補色として理解す

ることができる。これは紅藻という分類群内でみられる見事な補色適応であると言えるの

ではないだろうか。

Summary 

Several species of Rhodophyta were collected from di鉦erentdepths in the 

coastal area of Shimoda， 1zu peninsula. Photosynthesis-light curves of algae 

from upper range were of the sun pattern and those of ones from deeper range 

were of the shade pattern (Fig. 1). 

Chondrus verrucosa， collected from the intertidal zone， utilized white light 

by an e伍ciencya little higher than that of green light， while in the case of the 
other red algae from deeper range the e伍ciencyof green light was the same as 

that of white light or was higher than it (Fig. 2). The difference in the e伍ciency

between white light and green one observed in Chondrus was remarkably less 

than that in a green alga. Ulva pertusa， which was collected from the same 
level in the intertidal zone， while both the species showed the same pattern in 

photosynthesis-light curve under white light. 1t may be rather natural because 
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there was remarkable difference in absorption spectrum between them. The 

frond of Chondrus absorbed light by rates higher than 80% in almost all range 

of the visible region. 

The higher e伍ciencyof green light， observed in the algae from deeper 

range， was considered to be caused by a high ratio of phycoerythrin content to 

chlorophyll a or phycocyanin. The ratio of phycoerythrin to chlorophyll a in 

Meristotheca was presumed to be approximately 3 times of that in Chondrus. 

In general， the red algae growing in upper range are of dark color， while 
those in deeper range are of clear red or pink. lt is presumable from the 

present results that the former is adapted to white light and the latter to 

green light. We could find a fine chromatic adaptation among the members of 

Rhodophyta. 
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舘脇: ハネモとオオハネモの生活史

緑藻ハネモ及びオオハネモの生活史*

舘脇正和紳

M. T A TEW AKI; Life histories of Bryopsis plumosa 

(HUDS.) C. AG. and B. maxima OKAM. 
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従来ハネモ属植物は monophasicdiplont，つまり複相の配偶体世代のみで，世代の交

代がないものと考えられていた。しかし HUSTEDEl，2)が l)erbesianeglectaの遊走子の

培養からあッopsishalymeniaeの藻体を得て，ハネモ属植物の生活史に異型の世代交代

がみられることを初めて報告し，最近 RIETEMA3-6)はヨーロッパ産のハネモ属3種の生

活史について一連の研究を行なL、 stephanokonticzoidsを形成する糸状体世代が存在

することを明らかにした。

今回日本産のハネモ及びオオハネモにおいても stephanokonticzoidsを形成する糸

状体世代の存在することが明らかにされたので報告する。

本文にはし、る前に，本稿のご校聞を戴いた中村義輝教授に感謝の意を表します。また

オオハネモの材料を採集して下さった，東邦大学理学部の堀輝三博士に厚くお礼申し上げ

ます。

材料と方法

本実験に用いられた材料は，ハネモ Bryopsisplumωa (HUDS.) C. AG. (室蘭， 1969 

年 11月採集)とオオハネモ B.maxima OKAM. (下回， 1970年 12月;千葉県犬吠崎，

1972年7月採集)である。

両種とも筆者が protoplastsからの細胞再生等の一連の実験のために， protoplasts 

からのクロン培養によって保存していたものである。両種とも細胞外に絞り出された

protoplastsから正常な藻体を再生し，成熟して配偶子を放出する。培養は 1972年 12月，

これらの配偶子の接合から始められた。

培養には 140，180， 230Cで，それぞれ 1日14時間照明(長日)， 及び 10時間照明(短

日)の組合わせで合計6種類の異なった培養装置を使用した。照明には白色鐙光灯 (40W)

を用い，照度は1，5∞-2，5∞luxであった。培養器は200m¥入腰高シャーレとlOm¥入試

験管を用いた。培地には ESP培地と SCHREIBERの液を用い， 1カ月毎に取替えた。

* 中村義輝教援退官記念論文
文部省科学研究費課題番号 No. 84125 

料北海道大学理学部附属海藻研究施設(室蘭市母恋南町 1の13)
The Bulletin of Japanese Society of Phyco¥ogy， Vol. XXI， No. 4， 125-129， 

Dec. 1973. 
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結果

ハネモもオオハネモも配偶体は雌雄異株である。有性生殖は雌雄の異型配偶子によっ

て行われる (Figs.1， 2)。両配偶子は混ぜ、合わせることによって，接合子を形成する。両

種とも配偶子の単為発生は全く認められなかった。

接合子は地物に付着後球状になり，容積を増大してから伸長し，筒留した単状糸状体

となる (Fig.3)。約3-5ヵ月で長さ 1-3cm，直径100-3∞μに達し，その間 1-数本の

分校を不規則に生ずる(Figs.4， 5)。密生した場合は糸状体は直立し，分校は顕著でない。

色素体は数を増し，丸くなり，集合してくるので，糸状体は暗緑色となり，また所々に若

干のくびれができてくる。

接合子からの糸状体は 140C以上，特に230Cの長日条件でよく生長した。しかし全く

成熟せず，やがて糸状体両端から白化する場合が多かった。また培地も ESP培地では生

長はよいが，成熟はみられなかった。

本実験では， 230C短日:条件で，しかも SCHREIBER液で培養したときにのみ， これ

ら糸状体の成熟がみられた。同じ短日条件でも 140Cと180Cでは成熟は起こらなかった。

つまり，高温長日条件で培養された 1-3cmの糸状体 (3-5カ月培養のもの)を230C短

日条件に移植し， SCHREIBER液で培養することによって， 糸状体は20-30日で内容に

分割が起こり (Fig.6)，成熱して遊走細胞が放出された。これら糸状体の成熟は特別な胞子

褒などが形成されず，全実性である点で Derbesia属の場合と異なっている。

しかし遊走細胞は Derbesia属で知られている遊走子と同じ形態で stephanokontic

zoidである (Fig.7)。 側面観ではダルマ人形に似た形(ハネモの場合は25-30μx20-

25μ)で，頭部と体部の境に環状に約150-160本のせん毛(長さ 17-20μ)を備えている。

内容は多数の色素体から成り，眼点はみられない。

培養で得られた遊走細胞の動きは緩慢で，放出後数分間遊泳し，地物に着生して丸く

なり， 3-4日で、発芽した。なお，遊走細胞が放出されず，そのまま糸状体内で不動胞子と

して発芽する場合も観察された (Fig.8)。この現象は特にオオハネモの場合に多かった。

遊走細胞及び不動胞子の発芽体は，最初は接合子の場合と同様で‘旬旬した単状糸状体

になるが，伸長が速しすぐに直立体を出し，仮根部分との区別ができてくる。最終的に

は1つの発芽体から数本の直立体が形成され，それぞれがハネモの藻体となる (Fig.9)。

遊走細胞からのハネモ世代の生長には， いずれの培養条件でもよいが， 14-230Cの

長日条件で ESP培地を用いるのが最もよく，培養約 30-50日で雄及び雄の成葉となっ

た。オオハネモの場合は静置培養では側枝の形成が惑いので振費量培養が必要で、あった。

なお，本実験では援合子から直接ハネモの藻体に発育するという例は観察されな

カミった。

考察

本実験で日本産ハネモ属植物の生活史においても stephanokonticzoidsを形成する

糸状体世代の存在することが明らかになった。しかし RIETEMA3ーのによるとヨーロッパ
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Figs. 1-9. Blyotsis pllllJlosa (HUDS.) C. AG. from Muroran. 

1. Female gametes (XIOOO); 2. Male gametes (XIOOO); 3. A zygotic 

germling from 25-days old culture (X100); 4 & 5. Matured五lamen-

tous germlings (X1 & x5); 6. A part of matured filament showing 

zoid-formation (x200); 7. Stephanolcontic zoids (X1∞0); 8. Aplano-

spores and the】rgermination (X50); 9. Blyo.ρsis-plants derived from 

a stephanokontic zoid (x 1). 
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各地沿岸産の B.plumosa， B. hypnoides， B. mOlloicaはそれぞれ同じ種類でも産地に

よって生活史が異なることを報告している。例えば B.plumosaの場合， フランス北部

のRosco妊産のものだけが，接合子から必ず遊走細胞を形成する糸状体世代を経るのに対

して，フランス南部及び地中海産のものは，遊走細胞形成の糸状体世代を経るものと，直

接ハネモ世代に生育するものと 2通りがあり，しかも，糸状体の成熟に達するまでの期間

〈休眠期)が Roscoff産に比べると長いとL、う。一方オランダ沿岸，北海産のものでは，接

合子は全て直接ハネモ世代に戻り，遊走細胞を形成する糸状体世代はみられない。また，

それぞれの異なった産地の集団の交雑実験の結果から，地域別集団の生活史の差異につい

ては遺伝性は認められないとしている。 これらの結果は B.hypnoides. B. monoicaの

場合も同様であると述べている。ハネモ属の生活史はその外に B.hy'ρlloidesについて

NEUMANN7)が Helgoland産で， BARTLETT and SOUTH8)がカナダの Newfound-

land産で報告しているが，いずれも接合子からの発芽体は直接ハネモ世代になるタイプ

である。

さて室蘭地方は水温からみると，北海及びその沿岸のそれに近いと思われるが，緯度

からみるとフランス南部とナポりの中間に位置している。接合子からの糸状体の休眠期の

長さからみると，培養条件の調節制御によって，今後違った結果が得られるかも知れない

が，本実験に関する限りでは，室蘭産ハネモは南フランス産のものとほぼ同じであった。さ

らに低緯度で高水温を産地とするオオハネモの場合は，より長い日数の休眠期を要した。

本実験では，両種とも接合子からハネモの藻体に生育する直接型の生活史が全くみら

れなかったが，これは両種とも材料が同一クロンつまり，雌及び雄配偶体とも，それぞれ

単一の母藻の protoplastsのクロン培養から得られたものであることに起因していると思

われる。

これらの点については，今後異なった株，産地，採集時期などのものについて，検討

を加えて行く必要があろう。

次に核相について， ZINNECKER9)が B.plumosa (Naples産)で減数分裂は配偶子

形成のときに起こると報告している。 また， NEUMANN8)は B.hypnoidesについて，

接合子からの糸状体は最初巨大な単核を持ち，それが多核となることによって，直立校=

ハネモの藻体が形成されることを観察しているが， 減数分裂については ZINNECKERの

報告に基礎を置いている。 RIETEMAはハオ・モ世代と糸状体世代とで，それらの細胞壁を

コンゴー赤と塩化亜鉛ヨードの染色反応によって区別し，糸状体で遊走細胞が形成される

際に減数分裂が起こると仮定しているが，まだ確かめられていない。

若し減数分裂が stephanokonticzoidsの形成の際に起こるのであれば，糸状体は胞

子体世代ということができる。そして配偶体と胞子体の世代とで大きさが丁度逆になるが

ハネモ属は Derbesia・Halicysti・sの生活史と同じタイプであるとし、える。

以上のようにハネモ属植物の生活史について stephanokonticzoidsを形成する糸

状体世代が存在し，それが Derbesiaの場合のような特別な胞子褒を作らず，全実性であ

る点で異なっているが Derbesia属と系統的に極めて近いことが一周明らかになった。
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Summary 

Bryo.ρsis plumosa (HUDS.) C. AG. from Muroran， Hokkaido and B. maxima 
OKAM. from Shimoda， Shizuoka-Ken and 1nubo-saki， Chiba-Ken appeared to 
have a heteromorphic biphasic life-history; there is an alternation of a Bヴ opsis

phase (gametophytic phase) and a diminutive creeping filamentous phase pro-

ducing stephanokontic zoids. 

Bryopsis plants are dioecious gametophytes and produce bifiagellate aniso-

gametes. Parthenogenesis could not be observed. Zygotes from anisogametes 

developed in cu!ture into creeping五lamentousgermlings with a few irregular 

branches. They grew well at 14-230C， in a long day condition， but maturation 
did not occur. They matured and produced stephanokontic zoids when removed 

to conditions of 230C and a 1ふhrphotoperiod. Their maturation was holocarpic. 

1n some cu!tures， zoid-formation was incomplete and produced aplanospores. 
The stephanokontic zoids (also aplanospores) developed into new Bヴゆsisplants. 
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オゴノリの雄性生殖器官の発達

山本弘敏本

H. YAMAMOTO: The development of the male reproductive 

organ of Gracilaria verrucosa (HUDS.) P APENFUSS 

日本産オゴノリ属 (Gracilaria)とオコ.モドキ属 (Gracilariopsis)植物の雄性生殖器

官の形態には，両属合せて3つの型が知られている。すなわち， 1)案の形態をとらず，表

面的に形成される型(例:ツルシラモ1))，2)カップ状の築を塁し，精子褒は実の底部に位

置する型(例:カパノリ 2)，ミゾオゴノリ 3))，3)深いツボ状の実を呈し，精子磁は築の内援

全面に位置する形(例:オゴノリベオゴモドキ5)) である。これら 3つの型の形態と発達

過程の解明は，現在混古伊しているオゴノリ属とオゴモドキ属の相互関係，さらには，種

の系統関係を明らかにする手がかりになるものと考えられ興味深い。

このような観点から，前2者については既に報告した。しかし，最後の型の発達過程

については未だ明らかにされてないので観察結果を報告する。

観察に供したオゴノリ (Graci・lariaverrucosa)は， 1970年5月-6月に函館湾内茂

辺地の平磯上で採集した標本である。

雄性生殖器官は表層の最も外側の細胞から発達する。すなわち表層細胞の 1つが肥大

した後 (Fig.1)，分裂をくり返し，枝分れした精子母細胞糸をつくりだす。この精子母細胞

糸の発達にともない，周囲の体組織は圧迫され，築が形成されていく (Figs.1-3)。 した

がって，精子母細胞糸の発達にともない実は大きしかっ深くなっていくが，常に体組織

の内部に向って拡大していくため表層に盛り上るようなことはない。この過程は，精子母

細胞糸が分裂をくり返しながらあたかも穴を掘り進んでトいるような感じを与える。このよ

うな過程から，精子母細胞糸の発達は，家の底部付近に位置している母細胞の分裂によっ

て行なわれているものと推察される。

この結果，精子母細胞糸は築の内壁全面に密着した状態で見られるが，内壁の細胞と

の聞に原形質連絡をつくることはない (Fig.9)。

lつの築の中の精子母細胞糸は，通常 1個の表層細胞から発達したものであるが，時

に2個の細胞から発達する場合も見られる(Fig.4)。

精子母細胞は横の面で2(-3)個に分裂し，その上端の細胞が精子褒に発達する (Fig.

5)。精子褒の形成は，未だ案をつくり始めない頃からも認められるが，常に精子母細胞糸

* 北海道大学水産学部水産植物学講座(函館市港町3丁目 1-1)

The Bulletin of Japanese Society of Phycology， Vol. XXI， No. 4， 130-132， 
Dec. 1973. 
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轡1

Figs. 1-9. Development of the male organ of Gracilaria verrucosa (x日0).
1-3. Formation of spermatangial mother cells from one of the outermost cells 
of cortical layer. 4. Two groups of the filaments of spermatangial mother cells 
in one conceptacle. 5-8. Successive stages in the formation of the filaments of 
spermatangial mother cells， spermatangia and conceptacles. 9. Vertical section 
through a full-grown conceptacle， showing deep pot-like shape. 
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の先端部(案の関口部)付近から形成され始め，後に内部にまで拡がる。

精子磁の大きさは直径3-4.5μで，ほぼ球形である。

充分に発達した実は深さ 130μ，幡90μ前後に達し，通常関口部はやや狭いツボ状を

呈する (Fig.9)。

終りに，本稿の御校闘を願った北大水産学部，正置富太郎教授に感謝の窓を表する。

Summary 

The development of the male reproductive organ of Gracilaria verrucosa 

from Moheji， near Hakodate， is described. 
Spermatangial mother celJs develop from one of the outermost cells of 

cortical layer. The mother celJs divide successively and give rise to a branching 

system. 

As this process progresses， a depression appears on the thallus surface， 
followed by the formation of a conceptacle in the thallus tissue. 

The branch system always covers the entire inner surface of the conceptacle. 

Each of the mother cells， which constitute the branch system， divides into 
two or three cells by means of a cross wall， and the top of the resulting cell 
row develops into a spermatangium. 

Spermatangia are nearly globular and 3-4.5μin diameter. 
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The description of Lα例伽α付αyendoα鈍αMIYABE

Louis D. DRUEHL * and Michio MASUDA 

Laminaria yendoana MIYABE was first proposed by MIYABE1) in his special 

lecture on the Laminariaceae of Hokkaido and Saghalien at theHokkaido Meeting 

of the Japanese Society of Scientific Fisheries， October 1934. Subsequently， 
MIYABE2) published L. yendoana as a nomen nudum in a report based on the 

manuscript of his lecture. Two years later， two descriptions of L. yendoana 
were published in OKAMURA's Nippon Ka討is叩o.

and the other b匂Y MIYABE4の). MIYABE contributed a taxonomic list of the 

laminariaceous species found in northern Japan to the Nippon Kaiso・shion 

OKAMURA's request. According to OKAMURA3)， MIYABE's list4) was based on 

the manuscript of the above-mentioned lecture. There are several discrepancies 

between these two descriptions. 

The purpose of the present study was to determine the correct description 

of L. yendoana and to typify this species. This was done by examining historic 

specimens and those in later collections. The relationship between this species 

and Laminaria sikotanensis MIYABE et NAGAI is also discussed. 

Materials and Methods 

1n translating OKAMURA's and MIYABE's descriptions of L. yendoana we 

have employed the terminology used by TOKIDA5) when he translated MJYABE's 

Laminariaceae of Hokkaido (1902). Further， we have used the general format of 
MIYABE's type description. To these descriptions are added measurement data 

in italics. The measurement data are from五vefertile plants collected by us on 

November 1， 1972 near the entrance of Muroran Harbour. 
The herbarium specimens examined are deposited in MIYABE's herbarium 

which 1S located in the Herbarium of the Laboratory of Plant Pathology， Faculty 
of Agriculture， Hokkaido University， Sapporo (SAPA)， and in YENDO's herba-
rium which is located in the Herbarium of the Department of Botany， University 

of Tokyo (TI). 

The Institute of Algological Research， Faculty of Science， Hokkaido Univer-
sity， Muroran， Hokkaido， Japan. 

本 PresentAddress: Department of Biological Sciences， Simon Fraser Univer-
sity， Burnaby， B. C.， Canada. 
The Bulletin of Japanese Society of Phycology， Vol. XXI， No. 4， 133-138， 
Dec. 1973. 
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Resul包 andDiscu副on

OKAMURA's (1936， P. 253) description of L. yendoana is as follows: 

“Laminaria yendoana MIY ABE， sp. nov. Japanese name. Yendo-kombu 

(MIYABE)， Tororo-kombu (local name). 
Thallus erect， small; holdfast composed of五lamentoushaptera; stipe cylin-

drical， short， mucilage ducts closely set in a single ro'Y in cortex; blade oblong， 
blade base at五rstcuneate but later becoming cordate， bullations present on 
both sides of median fascia while young; mucilage ducts present in outermost 

cortex of blade; sporangial sori covering most of blade on both surfaces except 

along margins. 

Locality; Motomuroran and Mori in Volcano Bay (Uchiura-wan)， Hokkaido; 

Sai， Aomori Prefecture (Saito Ho・on-kai，No. 48212). 
Holdfast composed of slender五liform，五lamentoushaptera， branching five 

to eight times dichotomously uppermost haptera， arising in a whirl: stipe cylin-

drical， slightly compressed above， 6 cm in length， 3.5 mm in diameter at middle 

portion， 6-9 mm in diameter at uppermost portion， mucilage ducts arranged 
closely in a single row in cortex; blade linear-oblong， provided with two rows 
of bullations and broadly cuneate at the base while young， when old， oblong or 
elliptical-oblong， somewhat undulate on marginal portions， cordate， flat at base， 
<l.ark brown in color; sporangial sori covering most of blade except along 

margins; blade 35 cm in length， 15-19 cm in width， mucilage ducts present in 
a single row in outermost cortex. 

This species collected at五rstby Dr. K. YENDO at Muroran is rich in 

mucilage and closely related to L. cichorioides MIY ABE. This has been known 

as an unpublished new species proposed by K. MIY ABE， who kindly agreed with 
the author to describe it here." 

Thus OKAMURA emphasizes that this species has mucilage ducts in the 

stipe but makes no further reference to the median fascia. 

MIY ABE's description of L. yendoana (in OKAMURA， 1936， p.お8)is as 

follows: 

“Laminaria yendoana MIYABE. Japanese name. Yendo-kombu (MIYABE)， 
Tororo-kombu (local name). 

Holdfast composed of slender haptera branching畳間 toeight times dichoto-

mously， uppermost haptera not arising in a whirl， thickest haptera 1.6-2.0 mm in 

diameter， mucilage ducts sporadically present in cortex. Stipe slender (8.8-4.8 

mm in diameter at base)， 3.5 mm in diameter at middle portion (2-2.5 mm when 

<l.ried)， cylindrical below， slightly compressed above， cuneate (2.8-4.1 mm in thick-

.ness and 6.6-9.8mm in width)， rather long， 3.5-10.0 cm in 
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two longitudinal rows of bullations arranged on each side of median portion 

while young， but becoming smooth when fertile; blade without median fascia; 

upper portion of blade thin， wide and membranous while growing， but later 
decaying gradually from upper portion; blade up to 60 cm in width， usually 15-
30 cm in width， up to 2.25 m in length， usually 60-90 cm in length when fertile 

(30 cm above blade base， blade 11la1"gin 0.7-0.8 mm th対 andmedian portion 1.7-

1.8 mm thick)， blade with one layer of large mucilage ducts in outer cortex; 

medulla very thin. Sporangial sori formed on both blade surfaces except along 

margins. Color dark brownish olive when fresh， becoming black in dried blades 
which are rigid and fragile. B!ades soaked in fresh water are veηVlSCOUS. 

Locality: Growing on shells and stones， in a depth of 12.0-22.5 m. 

[Hokkaido] Iburi Prov.: Muroran (NISUKE TAKAHASHI， 1908， January)， 
Motomuroran (MIYABE， 1924， November)， Ogonshibe (MIYABE， 1921， October)， 
outside of Muroran Harbour in deep water (TOKIDA， 2.25 m long， 60 cm wide， 
1934， J uly); Aomori Prefecture in Honslzu. Slzimokita Prov.: Sai (Saito Ho-on-

kai， No. 48212， supplemented by OKAMURA). 
Distribution: Endemic to the vicinity of Volcano Bay (Uchiura-wan)， Hok-

kaido." 

MIYABE'S description contrasts with OKAMURA's in that according to 

MIYABE there are no mucilage ducts in the stipe and nomedian fascia on the 

blade. There are many specimens of L. yendoana in MIY ABE's herbarium 

(SAP A). The col!ecting data of these specimens are as follows: 1) Abuta， Iburi 

Prov.， on Aug. 19， 18!叩 byK. MIYABE; 2) Ogonshibe， Volcano Bay， Iburi Prov.， 
on Sept. 29， 1931 by K. MIY ABE; 3) Shukuzu in Muroran， Iburi Prov.， on Sept 
21， 1933 by M. NAGAI; and 4) Shukuzu in Muroran， 12 m depth， on July 12， 1934 
by J. TOKIDA. These plants fit MIY ABE's description. Of them， the specimens 
cited in MIY ABE's description4) are only those col!ected at Muroran by Dr. J. 

TOKIDA. 

According to OKAMURA3)， this species was五rstcollected at Muroran by 

Dr. K. YENDO. To examine the specimens observed by Dr. K. OKAMURA， we 

searched for them with Prof. M. KUROGJ in OKAMURA's herbarium which is 

kept in the Herbarium of Department of Botany， Faculty of Science， Hokkaido 
University， Sapporo (SAP)， but in vain. In YENDO's herbarium (TI)， we found 
three sheets of L. yendoana MIY ABE. The labels of these specimens bear 

“Laminaria， January 1908， Muroran， collected by NISUKE T AKAHASHI" in K. 

YENDO's handwriting and “'yendoana MIY ABE" in K. MIY ABE's handwriting 

(see Fig. 2). We are indebted to Emer. Profs. Y. YAMADA， M. TATEWAKI and 
J. TOKIDA for their assistance in recognizing MIYABE's handwriting. These 

pressed specimens apparently do not have a median fascia. We sectioned two of 

YENDO's plants and found no mucilage duct in the stipe. Thus， these specimens 
fit MIYABE's description very well， but not OKAMURA's. Further， OKAMURA gave 
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in a note following his description the length and diameter of stipe and the 

length and width of blade. These measurements do not agree with those of the 

pressed sp巴cimensin YENDO's herbarium. We suppose that OKAMURA must 

have described L. yendoana on the basis of oth巴rspecimens. His description 

seems to五tL. achorioides MIYABE. This well-known species is characterized in 

having delicate haptera， mucilage ducts in stip巴， crispate blade margins， round 

to cordate blade base， and blade with a median fascia (OKAMURA3，6)， MIYABE5)). 

As for the type description of L. yendoαna MIY ABE we have adopted 

MIY ABE's description for the following reasons: 1) according to Article 36 of 

the 1nternational Code of Botanical Nom巴nclature7l，MIY ABE's description should 

be considered as a valid publication though not accompanied by a Latin descrip-

tion or diagnosis; 2) his d巴scnptlOn五tsthe plants from Muroran in having 

slender haptera (Fig. 2) and mucilage ducts in the blade (Fig. 1， C) but no median 

fascia and no mucilage ducts in the stipe (Fig. 1， B); and 3) MIYABE1) had pre-

sented his description orally two years b巴forethe publication of OKAMURA's 

book3) in which MIYABE's and OKAMURA's clescription of L. yendoana were 

published together 

Fig. 1. Photomicrographs showing cross sections of hapteron (A)， stipe 

(B)， and blacle (C) of Lamiπαria yendoana collected at Muroran 

on Nov. 1， 1972. 111.， mucilag巴ducts. Use scale in B for A-C. 

MIYABE'll dicl not clesignate the holotype for his L. yendoana. So we have 

selected a lectotype， to typify this sp巴cies，in accorclance with the guidelines and 

Article 7 of the 1nternational Cocle of Botanical Nomenclature7). 1n searching 

the MIY ABE's ancl YENDO's herbaria we found the specimens which wer巴 citecl

originally by MIYABE4). They came from two coll巴ctionsas stated previously. 

We have selectecl as the lectotype a specimen from YENDO's herbarium (Fig. 2). 

To make this selection we ar巴 muchinclebt巴d to Emer. Prof. J. TOKIDA ancl 

Prof. Y. NAKAMURA for their valuable suggestions. 

Laminaria yendoana MIY ABE and L. silwtanensis 1¥在IYABEet NAGAI closely 

resemble each other as pointecl out by NAGAI8). He statecl that Laminaria 

sikotanensis is clistinguishecl from the former in having a rather coarse ancl less 
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muci1aginous blade and a slightly thicker stipe. L. sikotanensis is known from 

the southernmost Kuriles off the eastern coast ofHokkaido and L. yendoana 

from Volcano Bay (Uchiura-wan) on the southern coast of Hokkaido. We have 

observed in MIY ABE'田herbatiumseven specimens labelled as Laminal匂 collected

in Nemuro Harbourand at On-neto on the eastern coast of Hokkaido and placed 

in the same cover as the specime田 ofL， yendoana. They are equally similar to 

both L. yendoana and L. siTotanensis. . Further study is required to determine 

whether they are conspeci五cor not. 

We wish to express our gratitude to Emer. Prof. J. TOKIDA and Prof. Y. 

NAKAMURA for their criticis.m of themanuscript and fortheir valuable advice. 

Our thanks are extended to Emer. Prof. Y. YAMADA， Emer. Prof. M. TATE-

W AKI， Prof. M. KUROGI， Prof. T. MASAKI， and Prof. H. TOYOKUNI for their 

kind advice and informations. We also express our thanks to Prof. D. MURA-

Y AMA and Dr. H. OHASHI for the loan of specimens. This study was supported 

in part by a National Research Council Cai1ada Grant A2918. 

要約

ェγ ドウコンブ (Laminariayendoan'a MIY ABE)について日本海藻誌には宮部博

士による本種の記載のほか，岡村博士による記殺があり，両者には次の食い違いがみられ

る。岡村博士は茎に粘液控道があり，業に中帯都があるとしているが，宮部博士は反対に

茎には粘液腔道を欠き，業に中帯部がないと明記している。これらの形質はコンブ属の種

の分類上重要なものであるので，本種の正しい記載を決定するために，北海道大学長学部

と東京大学理学部所蔵の勝業標本， 及び室蘭産の標本を調査した。 その結果， 宮部博士

の記載を正しい原記載として採用し，選定基準標本として東京大学所蔵標本の 1つを指定

した。
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tsuite (On the Laminariaceae of Hokkaido and Saghalien). BulI. Jap. Soc. Sci. 
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Japanese AIgae. Tokyo， 5 (5): 85-98. 7) STAFLEU， F. A. (1972) International 
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秋 田県南部沿岸の海藻

今野部*

K. KONNO: On the marine algae from the coast of 

the southern part of Akita Prefecture 

前報1.2)にひき続き秋田県沿岸産海藻の第3報として県南部の海藻の調査を行なっ

た。秋田県の岩礁地帯は，県北部の八森，岩館地域，中央部男鹿半島および県南部にあっ

て他は砂浜である。今回調査した県南部岩礁地帯は鳥海山の活動によったものであるが，

男鹿半島や県北部岩礁地帯に比し，その規模はやや小さしまた風化も進み岩石表面はつ

るつるしている。しかし海藻の生育そのものは比較的良好で種類もかなり見られる。

県南部の海藻については，加藤ら3)が藍藻 1，緑藻 8，褐藻 17，紅藻 3D，計 56種，

また加藤:4)が藍藻 1，緑藻 8，褐藻 16，紅藻 30，計 55種，金森5)も数穫についてふれ，

この地域としては藍藻 1，緑藻 9，褐藻 19，紅藻

34，総計63種が報告されている。

今回の調査に当っては，平沢(仁賀保)で1971

年 7月，小砂川で同年8月，象潟で同年7，9，10，

11， 12月および 1972年 1，2， 3， 4， 5， 6， 8月にい

ずれも 1周の採集を行なった。月により荒天や風

向により採集した種類の少ない事もあったが，次

表及び別報海藻目録のような結果を得たのでここ

に報告する。

本調査に当り御縫鞭を賜わった恩師新潟大学

理学部野田光蔵教授に感謝の意を表します。

本調査の結果， 137種を同定し得，秋田県の

海藻フロラに新たに 28種を追加することになっ

Tこ。

なお本地域から得られた興味ある二，三の種

について述べる。

1. MO'JWstroma undulatu泊'" WITTROCK 

var. farlowii FOSLIE ヒダヒトエグサ
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Fig. 1. A sketch of map is 

showing the three coIlected 
stations ( l) in the southern 

part of Akita Prefecture. 

本 秋田県立横手東高等学校(横手市南町2番 l号)

The Bulletin of Japanese .society of Phycology， Vol. XXI， No. 4， 139-143， 

Dec. 1973. 
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採 集種類|種数|品

墜 藻 1 1 藍 藻

緑 藻 19 1 緑 藻

調 藻 33 5 調 藻

紅 藻 84 21 紅 議

計 137 28 計

“Mar. Alg. Norway， Contrib. I. (18~卯1) p. 114"; KA W ASHIMA， List Mar. alg. 
Iwate Pref. p. 62; TOKIDA， Mar. alg， S. Saghalien p. 60， pl. 7， ngs. 8-14， pl. 12， 

五g.Aベユ;NODA， Mar. alg. Shioyazaki Cape p. 65. 

体は皮針状，縁辺は著しく波打ちひだとなる。細胞は横断面でほぼ球形，直径12.5-

19 Jl， 表面観は角ばり密に並んで，Monostroma pulchrum F ARLOWとは区別される。

他の海藻上に着生し，北方系のものであるが，象潟まで南下す。恐らくこの辺が日本沿岸

における南限ではなかろうか。

掬録勝89緑樹弱@隣
X285 3 X285 4 

Fig. 2. Monostroma undulatum WIτ'TROCK var. farlowii FOSLIE 

1. plants. 2. surface view of a frond. 
3-4. cross-section of a frond. 
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2. Elttclliistαglobosu. T AKAMA TSU ナミ 7 クラ

Elachista aus dem nordostlichen Honshu， Japan in Saito Ho-on Kai Museum 

Res. Bull. No. 14 (1938)， p. 160，五g.6 (1938); NODA， Sp. Phaeophyta fr. Sado Isl 

p. 27， pl. 1ベ2);-E. fu.cicola OKAM. (non ARESCH.) 1con. Jap. Alg. 1V p. 49， pl 

163，五gs.1-12. 

カイフモクの{本上に着生， 小円斑点状に叢生し， 高さ 1.2-1.8mm， 緑褐色を呈す

る。直立糸は下部より中央部に向って太さを増し，上方僅かずつ細くなる。下部広大部の

細胞は盤状で，高さ 11-15μ，径 34-42μ (高さは直径の 0.3-0.4倍)，上部の細胞は樽

形，高さ 19-27μ，径 23-27μ(高さは直径の 0.7-1倍)，側糸は梶棒状で幾分屈曲する。

複子裂は細く糸状である。

3. Hypoglosれt1~品 nippo叫iC'I.t1，.此 YAMADA ホソナ ガベ ニハノリ

Notes on Some Japanese Alg， in Journ， Fac. Sci. Hokk， 1mp， Univ. ser， V. 

Vol. 1 (1930)， p. 35， pl. 6，五g.1; OKAMURA， Nippon Kaiso-sh i p， 762; SEGA W A， 

Nippon Kaiso-dzukan pl. 64-(五g.511). 

高さ 3-5crn，盤状の付着務より殺生，他の海事長上に着生，互いに錯綜し団塊とな

る。中肋より校を出し，f2j;:は$高0.9-1.5rnm，厚さ 140-189μ，長皮針形を呈する。四分

Fig.3. Hyρoglossum niρρonicu7/1. YAM 

1. plants. 2. surface view of a frond. 3. terminal 

cells. 4-5. nemathesia， 
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胞子嚢は径68-90μ，中肋部に集合して nemathesiaσ73-10朗 μX392""，522μ)をなし

ている。

4. Polysiphonia pulvi処ataJ. AGARDH ヒナイトグサ

“Alg. Medit. p. 124 (1842)"; Sp. Alg. II p. 957; SEGI， Polysiphonia fr. Jap .. 

p. 195， pl. 3，五g.5， text-fig. 7; NODA， Sp. Rhodomelac. fr. Sado Isl. p. 50. 

体はマット状で密に集合し，高さ1.5-2cm，旬旬部より直立枝を生じ，暗紅色であ

る。筒旬部は径142-172，u， 仮根により岩上に着生する。仮狼は径50-81μ，長さ 222-

404μ，末端は盤状の付着器となる。直立校は筒旬部より直角に近い角度で生じ，径182-

202μ，互生状に分校し，上部は散房状となる。最末枝上部に毛状枝がよく発達している。

周心細胞は4個，皮層細胞を欠く。四分胞子援は径71-91μ，振れた小枝上に数個螺旋状

に生ずる。褒果は枝の末端丘くに生じ，広卵形，裁風径141-172，u， 長さは却2-253μ

である。

Fig. 4. Polysiphoniaρulvinata J. AG. 

1-2. the basal portion of a frond. 1. rhizoids. 2. prostrating part 

and standing branches from it. 3. tetrasporic branches. 4. cysto-
carps. 5. trichoblasts. 6. cross-section of a branch. 

Summary 

Continuing on the previous papers of the marine floral study of Akita Prefec-

ture the present writer made monthly investigations on the southern coast 

of this prefecture. As the result 137 species were identified， which include 1 

species of the Cyanophyceae， 19 species of the Chlorophyceae， 33 species of the 
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Phaeophyceae， and 84 species of the Rhodophyceae. By the present study 28 

species were newly added to the marine flora of Akita Prefecture， and some new 
knowledges were obtained from a distributional viewpoint. 
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秋田県南部沿岸産海藻目録

今野都*

K. KONNO: A list of marine algae from the coast 

of the southern part of Akita Prefecture 

A monthly list of marine algal species collected at three stations (0口企)in 

the southern part of Akita Prefecture. The species marked with事 arenewly 

added to the marine fiora of Akita Prefecture; 0・u ・..Kisagataj口……Hirasawa

(Nikaho)jム H ・H ・Kosagawa.

Species (month) 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 

1. CYANOPHYCEAB (1) 

Lyngbya lutea (AG.) GOMONT 
リγ グピアの一種

II. CHLOROPl王YCEAB(19) 

Ulothrix jlacca (DILLW.) THURET 
ヒピミドロ

Enteromoゆhacompressa (L.) GREV. 
ヒヲアオノ H

E. intestinalis (L.) LINK ボウアオノ v
E. linza (L.) J. AG. ウスバアオノリ

Ulva pertusa KJELLMAN アナアオサ

Monostroma angicava KJELLM. 
エゾヒトエグサ

M. arcticum Wittrock キタヒトエグサ

M. grevillei (THUR.) WITTR. 
ウスヒトエグサ

M. undulatum WITTR. var. farlowii 
FOSLIE ヒダヒトエグサ

Chaetomorpha aerea (DILLW.) KtiTZING 
タルガタジ品ズモ

サ

モ

グ

ズ

オ
晶

ジ

バ

Y

Z

F

T
u
m
ヮ

タ

K

d
-
J
e
s
 

M

D

 

山

m
n
ぬ

T
Z
Z
O
 

，，b
 

m

a

 

m
v
m
 

お
H

O
側

ゆ
m

d

 

.，，
b
 

c
c
 

也
年

O ・

G

O

 

O

・

0

・
0

O

G

O

O

-

O

O

・

O

・
・

O

G

O

O

-

O

G

O

 

O

-

0

 
0
 

0
 

0
 

ム

O
口
O

00-

0 0  

-0 

O 

0000  

Bム 0-

・00

キ秋田県立検手高等学校(横手市南町2番 1号)

The Bulletin of Japanese Society of Phycology， Vol. XXI， No. 4， 144-149 Dec. 
1973. 
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Species (month) 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 

C. rupestris (L.) KUTZ. f. submarina 
FOSLIE イワシオグサ

C. stinψsonii HARVEY キヌシオグサ

Bryopsis hypnoides LAMOUR. オバナハネモ O 

B. 1Iluscosa LAMOUR. ナガホノハネモ

B. plu1Ilosa (HUDS.) C. AG. ハネモ

. 0 . 

.000000 

.0. 

.0000. 

Caulerpa okamurai WEBER v~n~B;>~S~ h • 0 0 0 0 
フサイワズタ

Codium fragile (SUR.) HARIOT ミル ロム・・・・・ o.
III. PHA1!OPHYC臥 B(お)

Sphacelaria iwagasakensis NODA ・ハ
Fロガシヲの一種 ) 

本S.prostrata TAKAMATSU " ・・・・・・・・ O ・
本Elachistaglobosa T AKAMATSU ナミマクラ ・・・・・・・・・・ o.
Dictyopteris divaricata (OKAM.) OKAM. ・・・・・・・ 00000

z ゾヤハズ

D. und，仰 ta(HOLMES) OKAMUサヮャハズ O ・000・

本Dictyotabinghamiae J. AG. 掛 O ・O ・
アミジグサの一種

D. divaricata LAMOl.瓜カズノアミジ 口8-
D. ftabellata S. and G. アミジグサの一種 ・・ o.
Padina crassa YAMADA ::zナウミウチワ O 

Leathesia difformis (L.) ARESCHO~G • ・・・・・・・・・ 000
ネハリモ

Papenfussiella kuromo (YENDO) INAG. ・・・・・・・ 00000
Fロモ

Sphaerotrichia dival'icata (AG.) KYLIN 円

イシモズ !I L..J 

本肋nacystusd旨φiens(SUR.) KUCKUCK 
モズク

Desmarestia viridis (MULL.) LAMOUR. 
ケウルシグサ

Punctal'Ia latifolia GREV. ハバモドキ

Colpomenia sinuosa (ROTH) DERB. et 内

SOL 7!1ロノリ ) 

Petalonia fascia (MULL.) KUNTZE 
セイ冨ウハバノリ

Scytosiphon lomentaria (LYNGB.) J. AG. 
カヤモノリ

.0 

. 0 . 

00. 

000000 

o 0 . . . 

000000 
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Chorda filum (L.) LAMOUR. ツルモ

Species (month) 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 

-0 -
Undaria pinnatijida (HARV.) SUR. ワカメ ・・・・・・・ 000
Coccophora langsdorfii GREV. スギモ P 口・

Cystophyllum caeψitosum YEND.? • _ ~ " _ 0 0 ・0000--0 
カノフモ p

Sargassum cゆ sumC. AG フ ロ ジ モ !I 8-00-0000 ・O

S. enerve c. AG. ホ γダワラ ・・・・ O

S. hemiphyllum G. AG. イソモ P 口.0.000・000
S. hornerぜ(TURN.)c. AG. アカモ F ・・・・・・・・ 0000
*S. kjellmanianum YENDO ハハキモタ ・・ O ・・ 0000・
S. micracanthum (KUTZ.) YENDO 

トゲモ P

. s. patens c. AG. ヤツマタモタ

S. piluliferum c. AG. マメタワラ

S. serratifolium c. AG. ノコギリ毛 F

S.thunbergii o. KUNTZE ウミトラノオ

S. tortile c. AG. ョνモF

IV. RHoDOPHYCEAE (84) 

Bangia fusco-purpurea (DILLW.) LYNGB. 
ウシケノリ

POlアhyrapalleola NODA サツキノ H

P. pseudolinearis UEDA ウップルイノリ

* P. suborbiculata K]ELLMAN 
マルパアマ /V 

P. yezoensis UEDA スサピノロ

Nemalion vermiculare SUR. ウミゾウメ γ

Gelidium amansii LAMOUR. テングサ

Pterocladia tenuis OKAM. オバ Pサ

Dermatoli・'thondispar FOSLIE 
ノリマキモドキ

Heteroderma sargassi FOSLIE f. parvula 
MASAKI ..;ゾゴロモ

Amphiroa ephedraea DECAISNE 
マオウカエノテ

A. zonata YENDO ウスカワカユノテ

Corallina pilul約raP. et R. ピリヒバ

Gloiosiphonia cap!llaris (HUDS.) CARM. 
イトフノリ

0-00- 0000 ・

O -0 
0-00- --0 ・・ 00

-0 
口0000・00000

-0 --0 ・・・

-00000-

o. 
000 . . . 

.0 

. 000 --

0
 

0
 

0
 

0
 

0

0

 

0

0

 

O
・

O

・

0

・

0

0

 

.
A
O
 

口
口
O

O. 

口.0. 
O 

O. 

.0. 

00. 

00.0 

-00000 
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Species (month) 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 

Grateloupia divaricata OKAM. カタノリ

Carpopeltis affinis (HARV.) OKAM. マツノり 00000  

o . . 

G. filicina (WULF.) J. AG. ムカデノリ

var. P07・raceaMERT. ウツロムカデ

*G. imbricata HOLM. f. flabellata OKAM. 
サクラノリ

G. livida CHARV.) YAM. ヒヲムカデ

G. okamurai YAMADA キョウノヒモ

0
 

0

0

 

ム

O
ム

O

口
口
O

0.000  

00. . . 

. 0 . . 

ム ・ ・ 0000000
.0  

*G. ramosissima OKAM. スジムカデ ・・・・・・・ 000

G. turuturu YAMADA ツノレツノレ ロム・・・・・ O ・・・・
O 

Pachymeniopsis lanceolata Y AM. フダラ P 口・ 00・ O ・. . . 0 0 

Gloiopeltis furcata P. et R フタロフノリ ・・・・・・ 0000

Ne1πastoma nakamurae YENDO 
ヒカゲノイト

Schizyme河iadubyi (CHAUV.) J. AG. 
ベニスナゴ

*Solieria mollis (HARV.) KYLIN 
オミソ/'ミリ γ

Hypnea cervicomis J. AG. カズノイバラ

*H. esperi BORY ヒメイバラノリ

* Plocamium recurvatum OKAM. 
マキユカリ

P. telfairiae SURINGAR ユカリ

Caulacanthus okamurai YAMADA 
イソダンツウ

O. 

ム O 000000 

G

O

 

O

-
0
 

0
 

0

・

0

0

 

0
 

O

口
O

. 0 . 

.0 

o . . 000  

Gracilaria bursa-pastoris (GMEL.) SI;，V}~. 0 ・00 0・000000
シラモ

G. textorii (SUR.) J. AG. カパノリ 00... .0 ・ ・・ 00

Gymnogongrus flabelliformis HARV. ム 0000000000
オキツノリ O 

G. ja，仰向 SURINGAR オキツノリの一種 g. ------
Cho仇 tScr;ゆ sSTA∞IOUSE トチヤカ gム・ 00. . 0 ・

C. ocellatus HOLMES ツノマタ ロム 000000000000  
f. criゅoidesMIKAMI トチャカダマジ ・・・・・ O.

C. pinnulatus (HARV.) OKAM. ヒラコトジ口・・・・・・・・・ 00
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Species (month) 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 

Gigartina tenella HARVEY スギノリ

Chrysymeni・'awrightii (HARV.) YAM. 
タオヤギ Yウ

Rhodymenia intricata (OKAM.) OKAM. 
マサゴシパリ

ホR.palmata (L.) GREV. ダノレ;;t，

Lomentaria cate河ataHARVEY 
フシツナギ

L. hakodatensis YENDO コスジフシツナギ

C加 mpiaparvula (AG.) J AG. 
ワツナギソウ

C. recta NODA !Jチワツナギソウ

* Antithamnion nipponicum Y AM. et 
INAG. フタツガサネ

口O ・000000000

-0 

00  -0  ・ 00-

0-

O ム O
O 000  -0 

O O -000000 

0- 0 00  

o --00  

-0 

o ---0 -Neomonospora yagii YAMADA イトキヌゲ

Benzaitenia yenoshimensis YENDO 
ベンテンモロ・ 0 0 0 0 0 0--0-

ωmpylaψhora /;砂naeoidesJ A三ゴノリ 0-0・・・・・・・・ O

Centroceras clavulatum (AG.) MONT AG. 
トゲイギス 000  

Ceramium boydenii GEPP アミ Pサ

*C. japonicum OKAMURA ハネイギス

C. kondoi YENDO コンドウイギス 口

O 

0 0 0 0 0 0  

0 0 0 0 0 0  

00-000  
C. rubrum (HUDS.) C. AG. イギスの一種

C. tenerrimum (MART.) OKAM. ケイギス

キC.tenui・'ssimum(LYNGB.) J. AG. 
キヨミイトイギス

ホMicrocladiadentata OKAMURA 
コ九ジサエタ

* Acrosorium fiabellatum YAM. 
ヤレウスパノリ

* A. polyneurum OKAMURA スジウ久パノリ

* A. uncinatum (J AG.) KYLIN 
カギウスバノリ

A. yendoi Y AMADA ハイウ λパノリ

*Hypoglossum nipponicum YAM. 
ホソナガベニハノリ

Dasya collabens H. et H. ダジアの一種

* D. sessilis Y AMADA エナシダジア

0-

O ・

00  ・

o 010 

0-

-0  

00000  

o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0:';:0 

0-0  

0-

-0 -
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Species (month) 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 

Heterosiphonia japo舟icaYENDO ・・ 0 0
イソハギ

H・pulchra(OKAM・)F ALKENBERG ・0000. .00000  
シマダジア

Chondria crassicaulis HARV. ユナ 口00000000000

c.ぬsyphylla(WOODW.) C. AG:，. ~..... ，.. 0 . 0 0 . . 0 ・
ヤナギノ J

キLaurenciacaPituli;戸門nisYAM. マノレソゾ ・ ・ ・o.
L. intennedia YAMADA ?ロソゾ

L. nipponica YAMADA ウラソゾ

* L. obtusa LAMOUR. マギレソゾ

L. venusta YAMADA ヒメソゾ

O. .00..0 

O ・・・・・ O ・・ 0.0

.0 

'0  

Lezpeilfm jungErmannioides (MART.et O O O O O O O O ・00.
HERING) HARV. ジャパラノリ

POら'siphoniaabscissa H. et H. 
サンボウイトグサ

P. japollica HARVEY キプリイトグサ

P. morrowii HARVEY モロイトグサ

口O

P. obsoleta SEGI ホソイトグサ

*P. pulvinata J. AG. ヒナイトグサ

P. urceolata (DILLW.) GREV. 
ショウジョウケノリ

*Rhodomela subfusca (WOODW.) C. AG. II 

イトフジマツ ) 

S川 l抑

D.・

O. 

O'  
.0 

000  

.00 

00， 
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柏崎市椎谷観音岬浜の 海 藻

野田光蔵*

M. NODA: On the marine algae collected 
at Shiiya-Kannon-Misaki， Kashiwazaki 

City， Niigata Prefecture 

柏崎市郊外の椎谷観音仰は，新潟から寧で約 1時間 30分の距離にあり，越後線出雲

崎駅からパスを利用すれば，出雲崎，石j也などを経て 30分で到着出来る。 柏崎市荒浜に

近き将来大型の原子力発電所の建設が予定されており，将来水産へ影響を及ぼす心配もあ

るため，水産関係者によって事前調査が行なわれて居る。椎谷観音岬浜一帯の海域は，こ

の付近沿岸における主要な漁場でもあるので，筆者も 1971年から今日までこの付近の海

藻の調査を行なった。調査は年聞を通じて毎月採集を試みた。この一帯は観音仰の台地が

海に迫まり，多くは浜で一部に汀線に直角をなして長手岩などの磯が見られ，長手岩付近

椎谷観音岬浜の位置を示す(※印)

* 新潟大学理学部生物学教室(新潟市五十嵐二の町 8050)

The Bulletin of Japanese Society of Phycology， Vol. XXI， No. 4， 150-159， 

Dec. 1973. 
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には海藻も可なり生育しており，また浜には可なりの量の海藻が打ち揚げられて居る事が

多い。採集した海藻の種名を月別に表示してみた。種の数は緑藻 11，禍藻57，紅藻 107，

藍事長2で，合計 177種が長さ僅か50m余の砂浜で得られた。

Table 1. A list of algal species collected monthly 
at Shiiya-Kannon-Misaki through one year 

from 1971 to 1972. 

Species (month) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

CYANOP.前回AE(2) 

Rivularia atra ROTH オオツプりプラリァ ・・・." ++ 
・++R. nitida AGARDH アナりプヲリア +++ 

CHLOROPl町 CEAE(11) 

Enteromoゆhacompressa (L.) GREV. 
ヒ手アオノリ

R linza (L.) J. AG. ウスバアオノ P

Ulva pertusa K]ELLMAN アナアオサ

Chaeωmorpha aerea (DILLWYN) KUTZ. 
タルガタジ""ズセ

C. crassa KUTZING ホソジ""ズモ

ClatUψhora fascicula巾 (MERT.)KG. 
7~ナジオグザ

C. opaca SAKAJ ツヤナシγオグサ

C. rudolphiana (AG.) HARV. . 
Fマリシオグサ

Bηlotsis plumosa (HUDS). C. AG. ハネモ

Codium fragile (SUR.) HARIOT ミル

C. tenue KfJ.tzing イトミル

PHAEOPHYCEAE (57) 

EctocarTus commixtus NODA 
しおみどろの一種

E. elachistaeformis HEYDRICH 
しおみどろの一種

E. sargass争hyllusNODA 
しおみどろの一種

E. shiiyaensis sp. nov. しおみどろの一種

Streblonema codii BARTON 

Conψ'sonema intercalare NODA 

Elachista globosa T AKAMA TSU 
ナミマ Pラ

E. tenuis YAMADA ホソナミマ Fヲ

.+++++++++ 

++++++・-
++++++++++++ 

. +・

++・・・++++++

+++++++++・

++++++++・

+・

.+ 
++++++++++++ 

+・・+

.+ 
++ 

.+ 

.+ 

.+ 

.+・

+・

.+・

+・
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Species (month) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 11 12 13 

f. pacifica T AKAMATSU 
ホソナミマタラのー形態

Sphacelaria apicalis T AKAMA TSU 
くるがしらのー種

S. fU1"cigera KUTZ. くろがしらの一種

S. prostrata T AKAMA TSU 
くるがしらの一種

S. radiata T AKAMATSU 
くろがしらの一種

S. shiiyaensis sp. no:v. くろがしらの一種

Dictyopteris divaricata. OKAM. 
エゾヤハズ

D. latiuscula OKAMURA ヤハズグサ

D. prol俳raOKAMURA ヘラヤハズ

D. undulata HOLMES シワヤハズ

Dictyota cervicornis KUTZ. 
あみじぐさの一種

D. binghamiae J. AG. あみじぐさの一種

D. divaricata LAMOUR. カズノアミジ

D. jlabellata (COLLINS) S. et G' 

D. linearis (AG.) GREVILLE イトアミジ

D.司pathulataYAMADA ヘラアミジ

Dilophus okamurai DA WSON 
7 !l9γアミジ

Pachydiction coriaceum OKAM. 
サナダグサ

Padina crassa YAMADA コナウミウチワ

Spatoglossum pacificttm YENDO 
コモングサ

Leathesia difformiodies T AKAMA TSU 
ねばりもの一種

L. difformis (L.) ARESCHOUG ネバリモ

Petrospongium rugosum (OKAM.) S. et G. 
シワノカワ

Ettdesme vI7官'scens(CARM.) J. AG. 
ニセフトモズp

Papenfussiella kuromo (YEDO) INAG. 
Fロモ

Sphaerotrichia divaricata (AG.) KYLIN 
イシモズF

. +・・

++++++++・・++

.+・・

.+・

. +・

.+・・

.++++++ 

. +・+
++・・+・・+

.+ 

. +・+・

++++++ 
・+・

. +・・+
.+・

.++・+

・+++・.

.+++ 

・++++++

+++++++ 

.+・

+. ++ 

・+

. +・

+ . 

+++ 
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Species (month) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

ぷルmacystusdecipiem (SUR.) KUCKUCK 
モズ F

Desma1"estia viridis (MULL.) LAMOUR. 
ケウルシグサ

Punctaria latifolia GREVILLE 
ハバモドキ

Colpomenia sinuosa (ROTH) 
DERB. et SOL. フFロノリ

正lydroclathntsclathratus (BORY) HOWE 
カゴメノリ

Petalonia fascia (MULL.) KUNTZE 
セイヨウハパノり

Scytosiphon lomentaria (LYNG.) J. AG. 
カヤモノリ

Chorda filu1ll (L.l LAMOUR. ツルモ

&klonia kuro1llo OKAMURA !1ロメ

E. stolollifera OKAMURA ツルアラメ

Undaria pimlatijida (HARV.) SURINGAR 
ワカメ

Coccopho1"Q lallgsdor，.戸i(TURN.) GREV. 
スギモタ

Cystophyllum cae，ψitosum YENDO 
カイフモグ

Sa1"gassum confusum C. AG. 
フジスジモ F

++ 

.+・

++++++ 

++++++ +. 

.+・ .+ 

++ 

.+++ 

++・
+・ .+・ .+・

.+・

+++ 

+++++++ ++ 

+++++++ .++ 

++++++++ +++ 
S. enerve C. AG. ホンダワラ ・・・・・・・・・・+
S. hemiphyllum G. AG. イソモ F ・・・・・・・・・++
S. horneri C. AG. アカモ F ・・・・+
S. micracanthum (KUTZ.) YENDO . .J  _ h + + + + + + + +・+++

トゲ号 F

S. microceratium (TURN.) C. AG. 
フシイトモ F

S. patens C. AG. ヤツマタモ F

S. pilulifentm 'C. AG. マメダワラ

S. . serratifolium C. AG. ノコギリモタ

+・・・・+ .++ 

++++++++・+++
++++++++・+++
+++・・・・.+・+

S. tortile C. AG. ヨレ毛!1 + + +・・・++・・++
S. thunbergii O. KUNTZE ウミトラノオ ++++++・ ・・・++
RHODOPHYCEAB (107) 

Asterocytis echigoensis NODA ・・・+・・+・
エチゴタマツナギ
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Species (month) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

Eη，throtrichia carnea (DILLW・)J. AG. ・・・・++
ホシノイト

E. reflexa (CROUAN) TI~U~~ h .L  .'. • ~ ___ + +・・+
ユミガタホシノオヒ

Goniotrichum alsidii (ZANARD.) HOWE 
ベニミドロ ++・・+・

POゆhyraokamurai UEDA !Iロノリ ，+ 
P. palleola NODA サツキノリ ， +・
P. pseudolinearis UEDA ウップルイノリ +++ ，+ 
Acroch頃etiumcatenulatum HOWE 

++ あくろけーちいむの一種 ++ 
A. codii (CROUAN) BORNET 

あくろけーちいむのー種

A. sancti-thomae BORGESEN 
あくろけーちいむの一種

Helminthocladia australis HARV. 
ベェモズタ

Nemalion vermiculare SUR. ウミゾウメ γ

A司parago.ρsishamifera (HARIOT) OKAM. 
カギノ H

Gelidium amansii LAMOUR. テングサ

G. vagum OKAMURA ヨレ Fサ

Pterocladia tenuis OKAMURA オパタサ

Hyalosip/;ω m・'acaespitosa OKAMURA 
イソムメモドキ

Chondrococcus hornemanni (MERT.) 
SCHMITZ. ホソパナミノハナ

Corallilla pilulifera P. et R. ピリヒバ

‘lania n松ponicaYENDO ウラ毛サズキ

Caゆopeltisa.ffinis (HARV.) OKAM. 
マツノリ

GratelouPia divaricata OKAM. カタノリ

G. filicina (WULF.) C. AG. ムカデノ p

var. porracea (MERT.) HOWE 
ウツロムカデ

G. livida (HARV.) YAMADA ヒヲムカデ

G. okamurai Y AMADA キ sウノヒモ

Pachymeniopsis lanceolata Y A.M. フダラ F

Callophyllis rhynchocarpa RUPRECHT 
ヒメトサカモドキ

，++ 

+ 

+・

+ 

++ 

++++++++++++ 
++ 

++・・・+

+++・

，+ 

++++++++++++ 
，+・

， +・・

，++++++++ 
++・+・+・

，+ 

+・・+・・・・++
，++・

・+・・+・

+・



野田: 柏崎椎谷観音岬浜の海藻 155、

Species (month) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

J¥.remastoma nakamurae YENDO 
ヒカゲノイト

.++ 

Solieria mollis (HARV.) KYLlN 
ホソノζ ミリン +・・+十++ .+ 

Hypnea ceruicorllis J. AG. カズノイバヲ + 十++十+++十

+++・H. charoides LAMOUR. イバラノリ

H. jlagelliformis GREV スジイバラノリ 十+++・
H. saidana HOLMES サイダイバラ ・+・+

Plocamilllll telfairiae HARV. ユカリ + + + +++++ 

Gracilaria bllrsaアastoris(GMEL.) SIL V A 
シラモ +++十+十++ + + 

++ 

+十

G. textorii (SUR.) J. AG カバノリ

Gω)'11 ιu 叩'g01河暗zぽgru川sj!.舟'abeZμli;φf戸向b初7円川-ソ，

オキツノリ

++++++++ 

-十

G. ja，ρonicus SURINGAR おきつのりの一種 + 
CllOndrus crispus (し)STACKH. トチヤカ

十十+++
十+十十十

+・・+・
+・.+・

C. ocellatus HOLMES ツノマタ

Gigartuza tenella HARV. スギノリ

Chrys)'lIlenia wrightii (HARV.) YAMADA 
タオヤギソウ

Rhodymenia intricata (OKAM.) OKAMURA 
マサゴシパリ

Champia pa1""v・a(AG.) HARV. 
ワツナギソウ

C. recta NODA タチワツナギソウ

Lomenta1・iacatenata HARV フシツナギ

L. hakodatensis YENDO コスジフシツナギ

A.ntithamnion echigoense NODA 
ょっがさねの一種

λ nipponicum YAM. et INAGAKI 
フタツガサネ

.，-1.宅tarslllllTOKIDA キヌイトヨツガサネ

Callitha?llllion apicalis NODA 
きぬいとぐさの一種

C. callophyllidicola Y AM. キヌイトグサ

C. echigoeme NODA エチコ、キヌイトグサ

Centrocel・'asclal'ulatum (AG.) MONTAGNE 
トゲイギス

十+

十十

+・・十

十++ +十 十十・+++

+ 

+ 
十

十

+ 

+ 

十・

十++ + +十 十+
+ 

+十・ .+++十
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Species (month) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 lO 11 12 

Cal1ψ'ylaeph01・'ahypnaeoides J. AG__ _'" + + + +十+++・・+・
エゴノリ

CeramiulIl aduncum NAKAMURA 
マキイギス

C. boydenii GEPP アミクサ

C. kondoi YENDO コンドウイギス

C. japoniculIl OKAM. ハネイギス

C. minutulum NODA sp. nov. 
ヒメハネイギス

C. tenerrilllulIl (MARTENS) OKAM. 
ケイギス

C. telluissimUIIl (LYNGB.) J. AG. 
キヌイトイギス

Crouania attenuata J. AG. ヨツノサデ

Gr伊'thsiarhizoidea NODA 
かざしぐさの一種

Pleonosporium dichoto/ltum NODA 
くすだまの一種

P. elollgatulII NODA ホソエダクスダマ

Stermothamnioll echigoense NODA 
ひびだまの一種

Spermothamllion yonakuniellsis Y AM. et 
T ANAKA f. jlexllosa NODA 

ヨナタニクスダマのー形態

Spyridia jilalllelltosa HARV. ウプケグサ

S. tenllis NODA ホソウブケグサ

Trailliella intricata (J. AG.) BATTERS 
タマノイト

.+ 

・十+++

+ + + 
+・

十

+・十・+++

++ 

. + +・

・+

+、.

-十

-十

-十・・・・+

.+・++ + + + 
+・

+. 

Wrangelia ja.ρonica NODA ランゲリア + ・+++++++

+ +・
... 1crosoriu1ll flabellatum Y AM. 

ヤレウスパノリ

A. polyneul・11111OKAM. スジウスパノリ

.. 4. yendoi Y AMADA ハイウスパノリ

Hy，ρoglosslIlIt nipponiclIlIιYAM. 
ホソナガベユハノリ

Benzaitenia yenoshilllensis YENDO 
ベンテンモ

Dasya collabens H. et H. だじあのー積

Dasya cylilldrica NODA ツツガタダジア

D. echigoemis NODA エチゴダジア

D. elongata NODA ナガミダジア

.+・・+・
+十+++++++++十

. +・十

+ + 

++++++++++++ 
.+・

+・
・+
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Species (month) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

D. sessilis Y AMADA エナシダジア . + 
Hetel官sipholliajapollica YENDO イソハギ + + 
H.ρulchra (OKAM.) F ALKENBERG 

シマダジア

CllOlldria crassicaulis HARV. ユナ 十+

+十+

十・

+・

十十

.+ 

+ + + + 
C. dasy，ρhylla (WOODW.) C. AG. 

ヤナギノリ

C. expallsa OKAMURA モサヤナギ

.+・十・

十・

HerposiアhOlliasubdisticlza OKAM. 
Fロヒメコ‘ケ

H. termuzalis SEGI クモノスヒメゴケ

Euzolliella ocellata YENDO 
クシノハモドキ

LaurellcIa lzamata Y AMADA カギソゾ

L. intermedia Y AMADA !lロソソ

L. nipponica YAMADA ウラソゾ

L. obtusa LAMOUR. マギレソゾ

Laurellcia okヱ1I1luraiYAMADA ミツデソゾ

L. pillllata Y AMADA ハネソゾ

L. ulldulata YAMADA コブソゾ

Leveillea jwzgerlllallioides (MERT. et 
HERING) HARV. ジャバヲノリ

POかs伊IlOlliadec川川JensSEGJ 
リボンイトグサ

P. ji"ticulosa (WULF.) SPRENG. 
ハリマイトグサ

P. ja.ρollica HARV キプリイトグサ

P. 1!torrowii HARV. モロイトグサ

P. Ilotoellsis SEGI ノトイトグサ

P. urceolata (DILLW.) GREV. 
ショウジョウケノリ

Rhodomela subfusca (WoODw.l C. AG. 
イトフジマツ

Syll~ρhyocladia latiuscula (HARV.) 
YAMADA イソムラサキ

S. nzal.chantioides (HARV.) F ALKENB. 
コザネモ

S. pelllzata OKAMURA ヒメコザネ

+ 

十・

十十

+・ 十・

ー;- 十 ++ 
十

十

+・・十

+++ 

十+ ++++ 

+ + + 

+ + + 

++++十

十++ +・

++++十

・+

-十

+++ 

十・

+十

-十

+ + 

++ 

.+ 

.+ 
.+ 

+ + 

.+ 

++ 

.+ 

+ + 
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この表でみると，緑藻類と褐藻類の種類の比(瀬川提唱の C/P)は0.19で，意外にも

数値が低く，北方系の海藻相を示すことになる。しかし打ち揚げられた海藻には暖流系の

種類が多く，緑穣ホソジュズモ，イトミ)¥1，褐藻イトアミジ，コモングサ，タロモ，タロ

メ，紅藻カギノ 1リ，ホソパナミノハナ，ベニモツタ，ホソパミリン，ユカリ，マキイギス，

ヤレウスパノ 1)，ホソナガベニハノ 1)，イソハギ，ハリマイトグサなどが暖流系のもので

ある。またテングサ，ベユモヅク，ハリマイトグサなど生育良好なものが含まれる。

これらから考察してみると，この沿岸の低潮線以jオ主岩Ji<<¥の発達が貧弱で・着生海藻が

少なしまた気象の影響から水漏低下するが，低湖線以下の海中では対馬暖流の影響強く

従って暖流系の海藻が多いという，日本海々藻相のー特性を示しているように思われる。

次の種類は，この海域に産することが最近報告されたものである1)，2)。

&tocaゆuscommixtus NODA， E. elachistaefol'lIlis HEYRICH， E. Sat伊 ssiphylllls

NODA， Sphacelal'ia aPicalis TAKAMATSU， S. fUl叫gel'a.KUTZING， ilsterocytis 

echigoensis NODA， Antithamnioll echigoellse NODA， Callithamnioll echigoellse 

NODA， Spermothal1mioll echigoellsis NODA， Dasya cylilldl'ica NODA， Ceramiwn 

aduncum NAKAMURA， Callithallmioll ~ρicalis NODA. また次の種類は分布上興味が

ある。 Sphacelatぜaradiata TAKAMATSU， Elachista tellllis YAM. f. pacijica TAKA-

MATSU， Streblollema codii BARTON， Leathesia difformioides TAKAMATSU， Anti-

thamnioll sρarsum TOKIDA， Polysiphonia fruticulosa (WULF.) SPRENGEL. また，こ

の表にすI種としてのせた次の 3種については近く発表予定の論文句に記載する。五~tocar

pllS shiち'aensissp. nov.， Sphacela1"Ia shiiyaellsis sp. nov.， Cel'amium millutulll1n sp. 

nov. 

Summary 

In the vicinity of the investigated coast， the construction of a large-scale 

nuclear power plant is scheduled. For fear that the plant should exert in the 

future some bad influence upon fishery， a preliminary investigation has been 

carried out since 1971 by the experimental station concerned. The present writer 

also has been engaged since 1971 in the research of the marine algal flora along 

the coast in question. A preliminary monthly list of the algae col¥ected through 

one year from 1971 to 1972 is presented herein. The number of the species 

identified amounts to 177， including 2 species belonging to Cyanophyceae， 11 
species to Chlorophyceae， 57 species to Phaeophyceae， and 107 species to Rho-

dophyceae. The ratio of the species numbers between Chlorophyceae and Phae-

ophyceae (C/p. as suggested by the late Dr. S. SEGAWA) in the case of the 

present locality shows a very low value (0.19) which suggests， according to 
SEGAWA， that the algal flora should belong to the northern-type. However， it 
should be taken into consideration that the present locality is poor in the devel-

opment of intertidal rocky reefs and consequently in the number of littoral 

species， and that the present collections contained many drifted sublittoraI warm-
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current species which had grown under the strong infiuence of the Tsushima 

warm-current. 
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